富士山緑化運動（空気から植物を作る）
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―真のエコロジーの実践―
（富士山緑化運動から）
■富士山の砂漠化は自然風化なのか？

富士山は、古代万葉の時代から不二山・不尽山とも呼ばれ、日本国の象徴として、私達日本人の精神的支柱で もありました。　もとより海外からもその山体の美しさに富士山を憧憬される方々も多いです。　しかし近年、大気汚染などの影響か山肌が露出し、頂上は勿論5～8合目あたりでも植生がなくなるなど、美 しい山容を崩し始めていました。　その代表例として、落差800m幅約1000mの「大沢崩れ」は有名です。　これは、 昭和初期から富士山西側に発生し、戦後の高度成長期に急速に崩壊速度を速めたものです。　このような状況に危機感を抱く人が多かったが、行政・大学研究室・諸団体は「富士山のような高山には植生は発生しにくく、気象条件が厳しいので自然風化である」という見解を、何の科学的アプローチもせず下していました。　そこで、昭和61年に富士山の崩落に憂いを感じた地元の有志が「富士山とその霊水を考える会」(会長： 四元義隆)を設立し、私こと高嶋康豪がその経済的母体となって、時の首相中曽根康弘内閣総理大臣に懇願書を提出し、富士山の山体崩落の根本的原因の追及とその効果的対応策をとる活動を始めたわけです。

■原生林（ブナ等）の伐採とスギヒノキヘの植替えによる人災

昭和初期に始まり、戦後の急速なスギヒノキの植林政策により、ブナなどの原生林が伐採され、これによって、 森林限界が5合目まで下がってしまいました。　スギヒノキなどの針葉樹林は日本のような温帯に広く分布する広葉樹林と比較して、その森林保水量は五分の 一程度しかないと言われています。　富士山が稀にみる湧水量を保持していた理由は、単にコニーデ型火山がも つ積層された地層構造ばかりではなく、その表層において広葉樹林体がもつ高保水率に依存していたのです。　山林の樹木は、原生林だとスギの3～5倍の保有量があり、貯水槽（保水パック）の役割を果たし、雨が降ると雨水は表流水とならずにブナ等の原生林にたくわえられ、適量を地下茎へ供給するというシステムが富士山にはあっ たわけです。
　従って、原生林を伐採し、原生林比率を落とした経済行為がひとつの原因であり、これは表流水によって起こっ た物理的風化であり人災であることがまず判明しました。

■工場煤煙による酸性雨と土壌微生物生態系の破壊
もうひとつの原因は、酸性雨です。　岳南地区（富士、富士宮周辺）に集中している製紙工場からの煤煙中には 硫化水素（H2S）が多く含まれており、それが春から夏にかけて水分を多量に含んだ南風によって、富士山全体に酸性雨となって降り注いだのです。酸性雨は富士山の土壌に生きづく徹生物の生態系そのものまで狂わせ、根こそぎ破壊してしまい、樹木を枯れさせ、大規模な土壌流出が発生したのです。　多いところでは、一般より500 ～1000倍の硫化水素の雨が富士山を襲い土壌微生物の死滅をまねいたのです。砂漠化・風化とは、土塊内に微生物が生存できない状態のことなのです。　これら2つの原因によって、富士山の風化が早められました。また、大沢崩れなどの加速度的な崩壊は、2つの原因とともに岩・石などの落下エネルギーによります。3776mから落下する石の速度は落下エネルギーで加速されてしまうこと、そして何よりも本来なら土塊は、石と砂が微生物と水によって呼吸し、生きている。これによって岩は岩としてつかまっているわけなのに微生物が死んでしまうことによって、つかまっていられなくなり、砂の岩となってガラガラと落ちてきてしまうのです。　このように、2つの原因がはっきりしたことで、次に富士山の蘇生＝緑化をどうするか？ということが大切に なってきました。

■空気から植物をつくる

一般に標高3000m以上での植生は不可能とされています。　しかし、3000m以下の場所であっても、富士山の土塊を分析して微生物の生態系を見ると、土壌中には徹生物群がほとんど生存せず（10の1乗～10の2乗かゼロ）、生態系が死滅 して砂漠化がおき、富士山表層にいわゆる「植林」をしても無効であることがわかりました。　そこで土壌中の微生物群の蘇生＝生態系を復活させるべく措置をとるのが先決であると判断したのです。　通常、土の中には微生物がいて、微生物がいると光合成を起こし、藻菌類が生まれ、空気中の窒素の代謝・交代 が行われ、やがて植生が発生します。（空気から植物をつくる）　植生は、草からはじまっていろんな樹木になっていきます。すべて土塊微生物による代謝・交代、置換・交換のエネルギーによるものです。「複合微生物動態系解析による複合発酵（EMBC情報微生物工学）」のバイオ技術によって元々の生態系に戻そう、 つまり微生物のカと植生の力というエコロジーによって富士山にエコロジーの膜をつくることをはじめました。　地元の有志や消防団の協力を得て、土壌中の微生物群の蘇生を行うべく、粉体状に改良した複合発酵微生物群を丸裸であった富士山碩上から五合目附近までヘリコプターなども動員して散布したのです。　この運動が私達の行ってきたことです。そしてどうなったのでしょうか？

■蘇る富士山
前述の運動と活動の結果、従来六合五尺～七合目までしかなかった植生が八合五尺～九合五尺まで上がり、蘇ってきました。　森林限界も植生が回復し500m～700mアップしました。（富士宮市が発表）　かつては頂上付近の土壌中には1ccあたり10の1乗～ゼロ程度の微生物しか生存していませんでしたが、緑化運動後は 10の6乗/ccまで生菌数が増え、土壌力が急速に回復し、山頂色も少しずつグリーンに変化してきています。私たちは富士山のエコロジー、蘇生の一部をやったという自負があります。　かつて、建設省砂防事務所や名古屋大学、静岡 大学、某企業、某製紙会社の方々の、何の科学的アプローチをすることもなく、はっきりした原因を追及しないま まの、「気象条件が厳しく植生は発生しえない。自然風化である」という主張は事実がくつがえしています。　行政等の対症療法的措置には大きな疑問をいだいています。　富士山の緑化運動はひとつのドラマであって感激があります。何故なら評論家などが主義主張でエコロジーを語っ たり、一部のボランティアや「なんとか菌による農業革命」などと移していながら何の解決策・解決技術を持たず 退散していった方々とは異なり、真のエコロジーを実現してきたことにあります。　自然は想像を絶する程壮大であり、上記のレベルで「エコロジー」を語るものではないと私達は考えています。
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　　富士山は私達日本人の心の象徴でもある
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　　　　　　　　　大沢崩れ
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富士山崩落の原因は、杉・檜の植林政策と
工場煤煙による酸性雨だった。


　植生がぐんぐん上に伸びている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　森林限界も上昇中










